
日
蓮
宗
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
の
す
す
め
-
試
案
-

知
恩
報
恩
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
宗
祖
第
七
百
遠
忌
御
正
当
を
お
迎
え

し
て
、
宗
門
的
な
盛
り
上
げ
か
ら
、
七
百
一
年
、
遠
忌
後
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
っ
た
意
見
が
、
遠
忌
奉
行
の
総
括
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
将
来
へ
の

展
望
と
し
て
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
布
教
に
ど
う
取
り
組
ん
で
ゆ
く
べ
き
か
、
が
当
面
す
る
課

題
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
地
方
教
研
な
ど
で
布
教
の
体
制
づ
く
り
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

仝
教
師
が
、
こ
の
課
題
に
自
覚
的
に
取
り
組
み
、
多
角
的
に
議
論
を
重
ね
、

実
践
的
に
か
か
れ
り
結
束
す
る
と
こ
ろ
に
教
化
の
実
を
あ
げ
う
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
が
進
め
つ
つ
あ
る
日
蓮
宗
中
央
教
化
資
料
セ
ン

タ
ー
の
構
想
が
、
こ
れ
を
目
的
と
し
た
そ
の
一
つ
の
側
面
で
あ
る
。

理
念
的
に
は
、
日
蓮
宗
宗
憲
の
精
神
を
根
底
に
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

規
程
の
目
的
と
研
究
お
よ
び
調
査
に
沿
う
研
究
所
活
動
の
一
端
を
担
う
も
の

で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
作
業
で
あ
る
教
化
資
料
の
蒐
集
、
保
存
と
提
供
の
機

能
が
宗
門
に
具
備
し
実
働
し
て
、
は
じ
め
て
遠
忌
後
八
十
年
代
二
十
一
世
紀

へ
向
け
て
宗
門
教
師
の
教
化
を
保
証
す
る
機
関
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
教
化
研
究
会
議
と
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
教
化
活
動
に

取
り
組
む
宗
門
教
師
の
車
の
両
輪
と
し
て
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

第
七
回
中
央
教
研
会
議
(
昭
和
四
十
九
年
)
宣
言
以
来
、
教
研
会
議
と
共

に
、
設
置
運
動
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

昨
年
、
十
一
月
開
催
さ
れ
た
現
宗
研
嘱
託
会
議
で
は
、
中
央
教
化
セ
ン
タ

ー
を
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
と
す
べ
き
こ
と
を
決
議
し
た
。

第
二
次
塩
田
内
局
が
発
足
、
遠
忌
後
に
向
け
て
希
望
と
躍
進
を
め
ざ
し
、

教
化
・
教
育
を
重
要
施
政
と
し
て
進
め
る
上
で
、
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー

設
立
プ
ラ
ン
を
急
ぎ
作
成
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

前
述
の
嘱
託
会
議
で
は
、
本
年
度
の
中
央
研
(
昭
和
五
十
七
年
二
月
開
催
)

の
遠
忌
後
に
取
り
組
む
重
要
議
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
、
早
急
に
準
備

を
進
め
る
こ
と
、
五
年
後
全
機
能
の
活
動
を
め
ざ
す
。
嘱
託
委
員
は
、
運
営

委
員
と
し
て
協
力
す
る
、
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
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現
宗
研
事
務
局
と
し
て
、
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
の
準
備
作
業
、

試
案
を
雑
ぱ
く
な
が
ら
提
出
し
、
関
係
各
位
の
ご
検
討
を
仰
ぎ
た
い
。

第
一
段
階
で
は
、
ま
ず
教
化
資
料
の
蒐
集
で
あ
る
。
そ
の
中
で
と
く
に
緊

急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宗
門
で
散
逸
し
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
も

の
、
と
く
に
明
治
以
後
か
ら
現
在
ま
で
の
教
化
文
書
類
と
七
百
遠
忌
記
念
の

教
化
資
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
か
ら
出
版
物
の
蒐
集
作
業
で
あ
る
。

第
二
段
階
で
は
、
教
化
資
料
の
整
理
で
あ
る
。
教
化
上
最
も
活
用
し
易
い

系
統
別
分
類
方
法
を
検
討
し
て
作
業
を
進
め
る
。

第
三
段
階
で
は
、
保
存
方
法
の
確
立
と
資
料
提
供
の
実
務
、
教
化
資
料
の

交
流
、
教
化
法
の
研
究
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。
教
化
資
料
の
蒐
集
と
整
理
作

業
は
継
続
し
て
行
わ
れ
る
。

第
一
⊥
二
段
階
ま
で
、
宗
門
全
寺
院
・
教
会
・
結
社
と
教
師
の
協
力
が
必

須
条
件
で
あ
り
、
よ
び
か
け
は
宗
門
内
外
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。

教
化
資
料
の
整
理
保
存
の
空
間
、
必
要
機
器
の
導
入
、
執
務
処
理
の
人
員
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
予
算
措
置
な
ど
、
準
備
作
業
は
地
道
で
長
期
的
な
展
望
が

必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
へ
の
取
り
組
み
、
体
制
づ
く
り
は
早
急
に
着
手
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
、
当
面
の
資
料
蒐
集
に
全
力
を
傾

注
し
、
宗
門
的
財
産
と
し
て
の
教
化
資
料
保
存
に
進
め
、
か
た
ね
ら
、
中
央

教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
部
分
的
に
実
働
さ
せ
、
「
今
日
役
立
つ

教
化
資
料
」

の
提
供
を
め
ざ
し
、
地
方
教
化
(
資
料
)

セ
ン
タ
ー
設
立
促
進

と
教
化
資
料
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
遠
忌
後
の
布
教
体
制
確
立
、
立
正
安
国

浄
行
運
動
、
宗
徒
総
弘
道
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
保
証
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ

る
。中

央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
が
保
存
す
べ
き
教
化
資
料
は
、
そ
の
根
本
は
法

華
経
と
日
蓮
聖
人
御
遺
文
関
係
で
あ
る
。
大
き
く
は
、
「
習
学
す
べ
き
も
の
、

儒
外
内
」

と
い
わ
れ
る
他
宗
派
、
宗
教
全
般
、
文
化
的
所
産
の
す
べ
て
が
対

象
と
な
る
が
、
と
く
に
当
面
し
て
蒐
集
の
力
点
は
、
宗
祖
以
来
の
先
師
の
撰

述
さ
れ
た
文
献
、
明
治
以
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
公
私
に
わ
た
る
各
種

の
教
化
資
料
、
こ
と
に
は
教
研
会
議
各
部
会
で
進
め
ら
れ
て
い
る
青
少
年
教

化
な
ど
の
社
会
の
多
様
化
に
対
応
し
て
、
教
師
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る

教
化
資
料
な
ど
の
蒐
集
で
あ
る
。

最
近
の
も
の
で
も
、
書
架
・
押
入
れ
な
ど
の
奥
底
に
埋
没
し
て
、
や
が
て

保
存
意
識
の
低
さ
か
ら
反
古
紙
同
然
に
整
理
さ
れ
、
消
失
し
て
し
ま
う
も
の

は
、
宗
門
的
損
失
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
教
師
た
ち
が
、
経
典
の
ご
と
き
思
い
を
な
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
資
料
が
、
多
く
の
教
師
に
公
開
さ
れ
た
ら
ど
れ
ほ
ど
か
有
益
で
あ
ろ
う
。

過
去
に
弘
通
実
践
さ
れ
た
先
師
個
人
の
手
に
な
る
活
動
資
料
は
、
大
半
は
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す
で
に
消
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

半
世
紀
前
の
六
百
五
十
遠
忌
の
保
有
さ
れ
る
べ
き
資
料
が
散
逸
し
、
現
存

し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
お
れ
る
。
現
状
か
ら
し
て
容
易
に
推
察
で
き

る
。そ

れ
ら
の
教
化
資
料
は
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
宗
門
活
動
を
映
し
、
教
団

の
教
化
史
で
あ
り
、
伝
道
史
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
え
ず
時
代

と
関
わ
り
、
時
代
と
き
り
む
す
び
つ
つ
時
代
に
対
応
し
、
脱
皮
し
続
け
て
き
た

教
団
の
伝
統
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
未
来
に
向
け
て
教
化
、
伝
道
を
方

向
づ
け
る
貴
重
な
資
料
群
で
あ
る
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
現
在
よ
く
言
わ
れ
る
宗
学
と
現
場
の
布
教
者
と
の
間

に
あ
る
越
え
難
い
断
絶
、
宗
学
が
必
ず
し
も
現
実
の
宗
門
や
宗
門
教
師
の
教

化
の
あ
り
方
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

宗
学
が
あ
っ
て
の
布
教
で
あ
り
、
布
教
の
た
め
の
宗
学
で
あ
る
。
学
問
の

た
め
の
宗
学
、
学
問
の
た
め
に
宗
学
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
と

ら
え
た
上
で
考
え
る
と
き
、
宗
学
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
、
よ
り

社
会
性
を
も
つ
た
め
に
は
、
宗
学
と
現
場
の
布
教
者
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
日

蓮
宗
教
化
学
、
実
践
宗
学
の
確
立
が
待
望
さ
れ
る
と
い
え
る
。

過
去
か
ら
現
在
に
至
る
教
化
資
料
は
、
そ
の
分
野
の
基
礎
資
料
と
な
ろ
う

し
、
日
蓮
宗
近
代
史
年
表
を
さ
ら
に
補
完
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
近
代
日
蓮
宗

●

教
化
史
研
究
を
進
め
る
資
料
と
な
り
、
教
団
論
を
展
開
す
る
重
要
な
素
材
と

な
る
。
伝
道
教
化
法
の
先
駆
を
知
る
資
料
で
も
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
未

来
の
日
蓮
宗
教
化
展
望
の
貴
重
を
資
料
、
宗
門
的
生
き
た
教
化
資
産
で
あ
る

は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
ら
教
化
資
料
が
、
し
か
る
べ
く
確
実
に
保
管
し
、
活
用
さ
れ
、
教
化

の
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
対
応
に
も
即
応
で
き
る
と
し
た
な
ら
、
教
化
に
資

す
る
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
の
恩
恵
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ

つ
○

現
在
、
世
界
的
に
指
導
原
理
が
仏
教
に
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
は

人
類
の
危
機
的
状
況
が
現
実
味
を
も
っ
て
迫
っ
て
い
る
。
仏
教
の
真
理
、
正

法
法
華
経
を
正
依
と
し
、
立
正
安
国
の
祖
願
を
世
界
に
標
樗
す
る
宗
門
は
、

二
十
一
世
紀
を
志
向
し
て
、
遠
忌
後
の
弘
宣
流
布
、
布
教
体
制
づ
く
り
は
、

基
礎
が
た
め
を
構
築
し
っ
つ
、
時
代
の
多
様
化
、
激
動
の
中
に
あ
っ
て
真
の

教
化
へ
の
実
践
を
展
開
す
る
た
め
に
、
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
立
の

意
義
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
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マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

一
、
基
本
的
理
念

の

日
蓮
宗
宗
憲
第
一
条
(
伝
統
)
日
蓮
宗
は
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
、
そ
の
本
懐
で
あ
る
法
華
経
を
末
法
に
弘
通
す
る
こ
と

を
付
嘱
さ
れ
た
本
化
上
行
菩
薩
の
応
現
日
蓮
聖
人
が
開
創
唱
導
し
た
真
実
の
仏
法
を
開
顕
す
る
仏
教
正
統
の
宗
団
で
あ
る
。

お
よ
び
第
二
条
(
宗
旨
)
、
第
三
条
(
本
誓
)
を
社
会
に
実
現
顕
正
す
る
た
め
に
、

e

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
規
程
第
一
条
(
目
的
)
日
蓮
教
学
の
現
代
的
意
義
を
解
明
し
、
時
代
に
適
応
す
る
信
行
及
び
布
教
体
系
の

確
立
に
寄
与
す
る
。

第
二
条
(
研
究
及
び
調
査
)
五
、
現
代
に
お
け
る
教
化
理
論
及
び
布
教
方
策
に
関
す
る
研
究
。
六
、
現
代
に
お
け
る
諸
宗
教
の
実
態

調
査
。
七
、
現
代
に
お
け
る
宗
門
の
実
態
調
査
。
八
、
研
究
資
料
作
成
に
関
す
る
諸
調
査
。
九
、
そ
の
他
必
要
と
す
る
研
究
及
び
調
査
。

2
、
研
究
所
は
、
研
究
及
び
調
査
の
成
果
を
毎
年
研
究
誌
を
も
っ
て
発
表
し
、
信
行
及
び
布
教
に
関
す
る
教
材
及
び
資
料
の
作
成
、

提
供
に
あ
た
る
。
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右
記
を
具
現
し
、
も
っ
て
宗
門
の
伝
道
強
化
を
進
め
立
正
安
国
の
祖
願
達
成
を
め
ざ
す
た
め
に
設
立
す
る
。

の

研
究
所
は
、
右
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
研
究
所
内
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

二
、
機

能

㈲

教
化
資
料
の
収
集
、
保
存
(
布
教
す
る
宗
門
教
師
の
教
材
の
保
証
。
過
去
の
宗
門
教
化
資
料
の
格
護
す
べ
き
財
産
)

㈲

教
化
資
料
の
提
供
(
閲
覧
・
貸
出
し
・
紹
介
・
作
成
・
配
布
)

㈲

教
化
の
研
究
交
流
、
教
化
情
報
交
換
、
教
化
法
・
教
化
学
の
推
進



三
、
実
施
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

◎
初
年
度
(
第
一
段
階
)

一
-
一
、
教
化
資
料
の
収
集

全
国
寺
院
・
教
会
・
結
社
・
教
師
・
檀
信
徒
対
象
及
び
宗
門
外
に
行
う
。
と
く
に
、
早
急
に
散
逸
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
の
あ
る
教
化
資
料
、
1
、
七
百
遠
忌
記
念
関
係
。
2
、
明
治
以
後
の
宗
門
の
公
私
に
わ
た
る
教
化
資
料
を

重
点
的
に
収
集
す
る
。
3
、
法
華
経
と
御
遺
文
関
係
、
仏
教
の
全
般
、
宗
教
、
教
化
に
必
要
な
一
般
刊
行
書
籍
(
新
刊
も
含
む
)

お
よ
び
基
本
的
図
書
(
辞
典
類
)
。
4
、
現
在
教
化
上
必
要
と
す
る
資
料
(
青
少
年
教
化
資
料
な
ど
)
。

\
一
-
二
、
セ
ン
タ
ー
実
働
の
P
R
資
料
収
集
の
協
力
よ
び
か
け
、
情
報
紙
の
発
行
(
情
宣
・
資
料
紹
介
・
目
録
作
成
等
の
活
動
報
告
)
。

◎
次
年
度
(
第
二
段
階
)

二
-
一
、
教
化
資
料
の
整
理

系
統
別
分
類
、
保
存
・
保
管
方
式
の
確
立
。
引
き
続
き
右
記
一
-
一
、
一
⊥
一
の
活
動
を
継
続
。

◎
三
年
度
(
第
三
段
階
)

三
-
一
、
教
化
資
料
の
提
供
、
そ
の
実
務
の
確
立
。

三
⊥
一
、
教
化
資
料
の
研
究
交
流
・
情
報
交
換
・
教
化
法
・
教
化
学
(
資
料
に
も
と
づ
く
)
の
研
究
。
引
き
続
き
右
記
一
-
一
、

一
-
二
、
二
-
一
の
活
動
を
進
め
セ
ン
タ
ー
の
全
機
能
を
実
働
さ
せ
宗
門
の
伝
道
活
動
に
貢
献
す
る
。

四
、
実
施
に
必
要
な
条
件

㈲

教
化
資
料
の
整
理
保
存
と
執
務
・
閲
覧
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

㈲

書
架
な
ど
必
要
機
器
の
導
入

㈲

執
務
員
(
専
従
者
)

㈲

図
書
購
入
費

1 4 2


